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成人間生体部分肝移植術に お い て は ドナ
ー

の 負担 を最小限 に と どめ つ つ ､ レ シ

ピ エ ン トの 良好な術後回復に十分な容積 の グラ フ トを得る こ とが最大 の問題と

なる ｡ 従 っ て移植後 の グラ フ トの 再生 を 正確 に認識する こ と は 必須で ある ｡ 本

研究は 生体部分肝移植術後 の グラフ トの 再生過程を C T v ol u m et r y に基 づ い た

グラ フ ト容積の経時的推移に より評価 ､ 解析 を革みたも の で あり ､ 下記 の 結果

を得て い る ｡

1 . 世界 的に は よ り大き い グラ フ ト容積を確保 でき る右肝 グラ フ トの 使用が

主流とな っ て い るが ､ 近年右肝切除に お け る ドナ
ー の合併症率 ､ 死 亡率

が高 い こ とが報告され て い る ｡ 本研究で は レ シ ピ エ ン ト の 標準 肝容積 の

,4 0 % を満たすと いう条件を満 た せ ば､ 左肝 グラ フ トで も グラ フ ト容積 ､

術後成績にお い て右肝 グラ フ トと同等の結果が得られ る こ とが示 され た ｡

すな わち ､ グラ フ ト摘出時に は右肝グラ フ トが有意に大き い もの の ､ 移

植後 12 ケ月 には左肝 ､ 右肝 グラ フ ト双方とも標準肝容積の約 9 0 % で プ

ラ ト ー に達 した ｡ 従 っ て ､ 適切 な術前肝容積評価に基 づ けば､ ドナ
ー

に

か か る負担が より小 さ い 左月手グラ フ ト採取を第 一

選択とする こ との 妥当

性が証明された ｡

2 . 右肝 グラ フ ト採取 に際 して は ､ ドナ
ー 残肝 - の 負担 を最小限とす るた め､

ドナ
ー

残肝 の 左内側領域と右肝グラ フ トの 右内側領域双方を還流す る中

肝静脈をドナ
ー

側 に残 し､ グラフ ト の 中肝静脈領域 の 還流を犠牲とす る

こ とが多 い ｡ 本研究で は中肝静脈還流を温存 した 場合と犠牲に した 場合



で右肝グラ フ トの 肝再生 と術後成績を比較 した結果 ､ 成績 に は差を認 め

ない も の の ､ 中肝静脈還流を犠牲に した群で は中肝静脈還流領域すなわ

ち右内側領域だけで はなく ､ 右肝 グラ フ ト全体 の 肝再 生が障害される こ

とが証明された ｡ 従 っ て ､ 部分肝移植後 の良好な肝再生を得 るた めに は

静脈還流を温存する こ とが重要な因子 で ある こ とが示 され た ｡

3 . 多変量解析により移植後早期 の グラ フ トの 再生 に 対 して は急性拒絶反応

が有意な因子 で ある こ とが示 され た o
一 方 ､ 移植時 の グラ フ ト対標準肝

容積比が 3 ､ 1 2 ケ月 後 の 肝再生率と相関 して お り ､ 移植時 の容積が小さ

い グラ フ トほ ど再生率が高い こ とが証明された o

以 上 ､ 本論文 は ､ 適切 な肝容積評価に 基 づ い たグラ フ ト選択 基準 を設 ける こ と

に よ り グラフ トの 種類 ( 左 肝 ､ 右肝 ､ 中肝静脈 の 再建 ､ 非再 建) に か か わ らず

対標準肝容積比 にお い て 最終的に元来の 肝容積 の約 9 0 % に達する 再生が期待で

き ､ ･ 術後成績はグラフ トの種類に より差を認めな い こ と ､ 良好 なグラ フ ト再生

に は静脈還流の 温存が必須 で あ る こ とを証明 した ｡ 本研究に より部分肝移植後

の良好な肝再生 ､ 術後成績を得 るた めに は ､ 適切 な肝容積評価 に 基 づ い た グラ

フ ト選択と静脈還流の 再建 基準の設定が必須で ある こ とが示 され ､ 今後の 成人

間生体部分肝移植 に 重要な貢献をなすと考えられ ､ 学位 の授与 に催す るも の と

考えられ る ｡




